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1 防犯力強化のための設備を充実する。

・危険箇所に防犯灯の増設をする。
1) 設置箇所の見直し調査を行い、新設箇所の検討をする。

・ 主に学校周辺の状況を調査
行政機関に対し、新設の要請をする。
・ 2月、小田原市へ要望書提出

・公共施設、公共広場への防犯カメラを設置する。
1) 新設箇所の検討をする。

・ 曽比みどりの広場への設置依頼を実施

2) 地域内の防犯カメラ設置状況を調査した。
・公共施設についてはほぼ完了したので、次年度は交通要所等の
　設置必要個所の洗い出しをしたい。

2 部会の中で、今後の活動内容を協議した。

1) 部会の性格上派手なことはできないので、従来どおり目立たないが●5/20

着実に成果を上げる活動を続ける。
2) 夜間パトロール・登下校時の見守り・社会を明るくする運動等の ●5/20

継続活動を申し合わせた。
3) 防犯マップの活用 ●5/20

平成29年度に作成した「防犯マップ」を、学校・公共施設等に
配置できるようにする。
・原図をＡ３版に縮小して、試作を作成（市地域政策課）した。

4) 防犯マップ（A3版）の危険箇所・見守り箇所のデータ化を完了。

幹事団体
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3 構成団体の連携による、よどみのない地域防犯活動。

1) 定期的に部会を開催し情報交換することにより、まんべんなく ● ● ● ● ● ● ● ●

地域防犯の網ができる。
2) 団体が個々の防犯活動を地道に続けることが、地域の犯罪抑止に

大いに役立っている。
【活動内容】

・夜間パトロール　
防犯指導員　少年補導員　自治会　青少年育成会

・登下校時見守り、パトロール
桜井子どもを守る会　報徳子どもを守る会

・社会を明るくする運動
保護司会

1

1) 地域犯罪を防ぎ、防犯意識を高める施策を継続する。

・地域夜間パトロールの継続と一部見直し

2) 犯罪が起こらないための地域内の見守り活動を実施する。

・ 重点パトロールの箇所の検討・仕組みの構築をする
・ 重点箇所パトロールの実施

3) 電話・はがき等によるサギ被害から住民を守る。

・ 被害情報を得たら行政の対応に先駆してでも、回覧等により ●９月

サギ行為の内容とその対処法を住民に伝え注意喚起する。
・ 自治会等への情報提供が必要。

犯罪が
起きない街作り
をしたい。
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4) 栢山駅周辺の交通量調査の実施
・平成30年11月29日に県、市が合同で実施した。 ●11/29

1 定期的な意見交換の場を作り、防犯情報を共有化する。

1) 参加団体を交えての情報交換会を行う。 ●

・ 警察情報も含む。
・ 「警察」「自治会」「育成会」「学校」など関係者で情報交換実施
・ 地域交番の警察官を部会に招聘し意見交換をした。 ●

2 防犯情報を回覧する仕組みの検討をする。

1) ガイドラインを検討する。
・ 意見集約作業を実施

2) 回覧方法を検討する。
・

3) 特殊詐欺等の注意喚起のため地域内回覧を実施する。
・被害発生の危惧がある、一部自治会で実施した。

防犯情報を共有
したい。
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回覧は、学校・幼稚園・保育園・自治会を対象に発行することにした。

犯罪が
起きない街作り
をしたい。
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